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歯周診断・再建学分野

教授　吉　江　弘　正

１．はじめに
本分野は、1969年に初代小林幸男教授により歯

科保存学第二講座として開設された。当時は歯内
療法学と歯周病学を担当していた。その後1975年
に、原耕二先生が二代教授に就任され、歯周病学、
歯周治療学を中心に教育・研究・診療を担当し、
24年にわたり教室体制を築いた。1999年に原耕二
教授の退職後、新潟大学歯学部 ７ 期生の吉江弘正
が三代教授となり、2001年の大学院重点化にとも
ない、「歯周診断・再建学分野」と改称された。

現在、教授 1 名、准教授 2 名、講師 １ 名、助教
4 名、医員 3 名、大学院 9 名、社会人大学院 １ 名、
技術補佐員 １ 名の構成である（図 １ ）。また、学
外の歯学部内非常勤講師は ８ 名である。さらに、
本分野の同門会である新潟大学歯学部保存学第二
講座同門会は1983年に設立され、現会員数は207
名である。

２ ．教育
現在、本分野で行っている歯周病教育の具体的

内容について述べる。
＜ 4 年生＞

歯周病学・歯周治療学の講義（1.5時間/回）を
26回、基礎実習（ 3 時間/回）を10回行っている。
講義内容は、歯周病の基礎知識や研究成果から歯
周治療学の検査・診断、歯周基本治療、歯周外科
治療、修復・補綴治療、メインテナンス治療、歯
周医学であり、またTeam Based Learningを
２ 回実施している。基礎実習は、歯周検査、プ
ラークコントロール、病態模型でのスケーリン
グ・ルートプレーニングと歯周外科手術、病態模
型での歯根・歯肉切除術とエナメルボンディング
レジン固定、最後に臨床実地形式の試験も行って
いる。

＜ 5 年生＞
半年間の臨床予備実習（ポリクリ）は 7 - 8 名

の 6 班毎に各科を回る体制で、講義（治療計画立
案、抗菌療法）、症例分析、実習（病状説明と
TBI、レーザー治療）および相互実習（歯周検査、
PMTC、SRP）を行っている。また、歯科全般
にわたる統合科目として、歯周病の遺伝子診断、
歯周組織の再生治療、インプラントのメインテナ
ンスなどの先進医療についても概説している。
＜ 6 年生＞

１ 年間に及ぶ臨床実習において、本分野では以
下 3 通りの教育を行っている。
（�１ ）歯科総合診療部における診療指導：助教

以上がインストラクターを務め、治療計画作
成指導や、歯周領域における診療指導を行っ
ている。

（�２ ）歯周分散実習：主治医である助教以上が、
担当学生と共に200名に及ぶ歯周病患者のメイ
ンテナンス治療を行っている。

（�３ ）歯周分散治療計画実習：歯周病科新患患
者について、学生 3 - 4 名がグループとなり、
ケースリーダー（担当指導医）の指導のもと
に治療計画作成、見学、介助、可能な範囲で
の治療を行わせている。また、アクティブ
ラーニングとして本分野のスタッフでの前で、
症例プレゼンテーションを、診断時と歯周基
本治療後の 2 回、さらに学生間でそれぞれの
ケースの相互プレゼンテーションを課し、指
導を行っている。

これらに加え、学生に多角的な視野を持っても
らうことを目的に、他大学の歯周病学講座の教
授、基礎医学の教授、開業されている歯周病専門
医による実践歯周治療学講義（ 3 時間単位）を年
2 回実施している。

３ ．臨床
歯周病診療は、新潟大学病院 ４ 階のブロック

２ 、ユニットＣを中心にして実施しており、 １ 日
あたり約60名の外来患者に対し診療を行ってい
る。歯周病患者の基本治療・外科治療・修復補綴
治療・メインテナンス治療を行っており、矯正・
口腔外科・補綴・インプラント・診療支援部（歯
科衛生部門、歯科技工部門）などの他科との共同
包括治療も積極的に実施している。歯周外科の専
門ユニットは 2 台で、 1 日 1 － 2 名の歯周外科手
術を行っている。

歯周病診療の中で、特色ある項目として「歯周
病のリスク診断」があり、先進医療として「歯周
外科治療におけるバイオ・リジェネレーション
法」、細胞治療として「培養骨膜シートによる歯図 １　２０１５年 ８ 月時の教室員
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周組織再生法」を実施している。さらに、Er/
YAGレーザーによる歯石除去、殺菌治療や光線
力学療法を行っている。

また臨床の目標として入局者全員に 5 年以内の
日本歯周病学会認定医取得を必須とし、さらにそ
の上の日本歯周病学会専門医、指導医を目指すこ
とを指導している。現時点で、本分野出身の指導
医 6 名、専門医 4 名、認定医 ６ 名が歯科外来にお
ける教育・診療にあたっている。

４ ．研究
本分野では、以下の項目について実績をあげ、

さらなる研究を進めている。
１ ）歯周病患者の遺伝子多型に関する研究：

歯周病患者血液から感受性の遺伝子変異（ス
ニップス）を解析する研究を１997年より開始し、
最近の全国多施設研究よりIgGのFc受容体と炎
症性サイトカイン、MMP、ビタミンD受容体に
おけるリスク多型を見出している。
２ ）骨膜細胞シートによる歯周再生治療に関する
研究：

骨膜細胞の再生能に着目し、骨膜細胞の骨形成
能に関する特性を基盤研究として積み上げてき
た。これらを基に、2006年より歯周炎患者を対象
として厚労省ヒト幹指針と再生新法のもと、自己
の骨膜細胞治療を実施し、これまで30症例を実施
している。
３ ）歯周病とリウマチ・動脈硬化・糖尿病・早産
に関する研究：

歯周医学に関する疾患であるリウマチ、動脈硬
化、糖尿病、早産、骨粗鬆症、に関して、患者サ
ンプルから、臨床指標、血清マーカーと歯周組織
破壊との関連性について報告し、日本人における
歯周医学のエビデンスを構築してきた。特に、リ
ウマチの歯周炎との治療における双方向性の関係
を実証した。
４ ）歯周病の細菌、バイオ・リスクマーカー、抗
菌治療に関する研究：

歯周炎の進行、再発、重症化に関連する候補リ
スクマーカーを、ポケット内容物、歯肉組織、唾
液、血液サンプルから解析してきた。歯周病菌
や、ヘモグロビン、菌抗体価の寄与が明確となり、
コラーゲン代謝に関連するMMPとアルツハイ
マーに関連するアミロイドの検出は有望である。
さらに、アジスロマイシン抗菌薬の経口投与治
療、各種レーザー治療、光線力学療法、ラクト
フェリンに関して報告している。
５ ）動物モデルによる歯周炎感染・歯周医学に関
する研究：

マウスモデルを使用して、歯周病菌感染による
口腔と全身の応答について、また歯周医学の観点
から継続的に研究実績を積み重ね、さらに推進し
ている。T細胞サブセット、熱ショック蛋白、
TLR、動脈硬化、脂質代謝異常、糖尿病、腸内
細菌との関連について、その作用機序を明らかに
しており、臨床研究への基盤に貢献している。
６ ）炎症と再生に関するin vitroでの研究：

細胞生物学的、分子生物学的手法を用いたin 
vitroでの研究を推進している。これまで、歯根
膜細胞、歯肉上皮細胞、線維芽細胞、リンパ球を

用いて、歯周病の病態を想定したサイトカインや
そのレセプター、関連シグナル分子について解析
を行い、歯周病学の発展に寄与する重要な基盤研
究となっている。

最後に、歯周病学・歯周治療学を担当している
本分野として、強調すべき点および求める歯科医
師像は以下のとおりである。
＜本分野から求める歯科医師像＞
( 1 )	歯周病対策の社会的重要性を認識し、歯周病

を減少させるために、個人ならびに集団レベ
ルで治療・予防を実施し続ける歯科医師

( 2 )	歯周病学を通して、科学・生物学の知的好奇
心を培い、研究マインドでエビデンスを基盤
とした医療活動をおこなう歯科医師

( 3 )	歯周病の診断・再建学を基に、高度専門職業
人として研鑽し、また歯科医師という職業に
対して誇りを持ち続ける歯科医師
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